
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

御国　旭（みくに　あさひ）

ブラム＝ストーカー
ソラリス

研究者

32

命令

親戚と疎遠

飢餓

偽装家族

会社員

男

29

ビジネス

1
2
2
3

0
0
1
0

0
0
0
0

1
2
3
3

25
7
7
12
24

2
1 1

レネゲイド 学問
UGN

4 1
1

（～59）
（～79）
（～99）
（～129）

ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ

7r+2
8r+2
9r+2
13r+2

d10+2 HP-5
d10+2 HP-5

d10+10(+12) HP-10+12
d10+25(+21) HP-10+21

0 0

D：記憶探索者
景見市

父
S:御国ナナオ

好奇心
執着
慈愛

恐怖
嫌悪
憐憫

応急手当キット
解毒剤

コネ：研究者

8 2

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾ：ブラムストーカー

トランキリティ

紅の刃

生命吸収

ブラッドバーン

オーバードーズ

ブラッドリーディング

細菌環境操作

★

0

2

3

1

4

2

1

★

★

-

1d10

2

3

1

4

4

4

オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ/ﾘｱｸｼｮﾝ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ/ﾘｱｸｼｮﾝ

視界

-

‐

視界

‐

‐

‐

シーン

自身

‐

‐

単体

‐

‐

自動

自動

精神

ＲＣ

ｼﾝﾄﾞ

ｼﾝﾄﾞ

ｼﾝﾄﾞ

-

↓100

‐

-

80%

80%

100%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

ダイス+[LV+1]個　5点のＨＰ消費

攻撃力+[LV+1]

1点でもダメージで対象は[LV*3]ＨＰを失い、自分は回復する

攻撃力+[LV*4] 5点のＨＰ消費

エフェクトレベル+2　1シナリオＬＶ回

必要なら知覚

必要ならＲＣ

UGN研究班アールラボ所属の研究員。いつも薄汚れた白衣を着ており生気が感じられない。小心者で研究成績も良くない男。慢性的な貧血と胃痛持ちで、現在は
レネゲイドウイルスを研究する小さな研究室に所属している。オーヴァード、ひいてはレネゲイドの存在をこころよく思っていない。

UGN日本支部所属で権力者である父が不倫する形で非オーヴァードの女性と関係を持ち生まれたいわゆる妾の子。幼少期は母と二人で暮らしていた。母親が大病
を患った際に、関係を絶っていた父に藁にも縋る思いで接触し、金を工面するがそのまま母親は亡くなってしまう。
多額の借金を抱えたところでオーヴァードの存在を実父から告げられ、覚醒すれば働き口を用意してやると言われて望んでレネゲイドウイルスの投与を受ける（
このとき投与されたのは父と同じブラムストーカーの因子）。そうしてブラムストーカー、そして元々素因があったソラリスのクロスブリードになった。
そのときからUGNの所属となり、性格と特性からアールラボに配属となった。

血を操る能力を使うことが多いことと、嫌いなものに囲まれた環境で毎日過ごしていることから貧血とストレスによる異食症を患っており、血が無くなるような
ことをしたあとや大きなストレスにさらされたあとは常備している砂をぼりぼり食べる。
見せびらかすこともないかわりに隠れもしない。

戦闘スタイルは視界ＲＣ単体
スタートダッシュが遅い。

かつてホムンクルスの研究や実験を行う研究室に所属していたが、廃棄した実験体が能力に覚醒しUGNに戻ってきたことから、管理責任を押し付けられるかたち
でその研究室を追い出され、シルフ型個体№392770を引き取って管理することになった。御国ナナオと命名されたその個体と戸籍上は家族となることになり、
そのときに自分の名前も変更、登録した。
ホムンクルスの実験をしているときは意識して何も考えないようにしていたが、ナナオが戻ってきたことで自分が何をしていたのか、自分たちの組織が何をして
いるのか考えてしまうようになる。（たとえ研究室を追い出されなくても自分から申し出ることを考える程度には）
ナナオにはひたすらに申し訳ないと思っているが、そう思う資格がないことも十二分に理解している。
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